
日
本
ま
た
は
日
本
文
化
の
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
、

ハ
ラ
キ
リ
、
ジ
ュ
ー
ド
ウ
、
カ
ミ
カ
ゼ
と
い
う
言
葉
を
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
で

あ
ろ
う
。
三
つ
の
日
本
語
の
単
語
の
二
つ
ま
で
が
、
日
本
人
の
自
殺
に
直
接
関
係

し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
も
意
味
深
長
で
あ
る
。

日
本
人
に
と
っ
て
切
腹
と
は
、
日
本
固
有
の
武
士
道
の
精
神
と
超
人
的
な
勇
気

を
表
示
す
る
自
殺
の
方
法
を
意
味
し
、
映
画
、
テ
レ
ビ
、
歌
舞
伎
、
小
説
な
ど
を

通
し
、
多
く
の
日
本
人
に
宗
教
的
と
も
い
え
る
深
い
感
動
を
与
え
て
き
た
。
し
か

し
外
国
人
に
と
っ
て
、
切
腹
と
い
う
自
殺
の
方
法
や
精
神
は
理
解
す
る
こ
と
が
不

可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た（
�
）。

一
九
七
〇
年
十
一
月
二
十
五
日
に
、
三
島
由
紀
夫
が
楯
の
会
の
四
人
を
率
い
て

市
ヶ
谷
の
自
衛
隊
東
部
方
面
総
合
監
部
を
占
拠
し
、
自
衛
隊
員
に
決
起
を
促
す
演

説
を
演
じ
た
。
そ
の
あ
げ
く
、
割
腹
自
殺
を
遂
げ
た
。
そ
の
際
、
介
錯
人
と
し
て

森
田
必
勝
が
三
島
由
紀
夫
の
斬
首
を
し
た
が
、
一
太
刀
で
切
れ
ず
、
数
度
も
刀
を

振
り
下
ろ
し
斬
首
し
た
。
三
島
は
四
十
五
歳
、
日
本
国
内
は
む
ろ
ん
の
こ
と
全
世

界
を
驚
か
せ
た
。
三
島
の
キ
リ
首
の
写
真
は
「
朝
日
新
聞
」
の
ス
ク
ー
プ
と
な

り
、
そ
れ
は
欧
米
の
週
刊
誌
に
も
転
載
さ
れ
た
。

ド
イ
ツ
語
圏
だ
け
の
反
応
を
記
す
と
、
夕
刊
紙
「
ア
ー
ベ
ン
ト
・
ツ
ァ
イ
ト
ン

グ
」（
十
一
月
二
十
六
日
）
は
、「
サ
ム
ラ
イ
儀
式
に
よ
る
自
殺
、
日
出
ず
る
国
を

震
憾
」
と
い
う
見
出
し
で
、
三
島
の
写
真
を
入
れ
て
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。

日
本
国
内
で
の
三
大
紙
の
コ
メ
ン
ト
を
要
約
す
る
と
、「
朝
日
新
聞
」
は
「
三

島
美
学
の
帰
結
」、
翌
日
は
、「
い
た
る
と
こ
ろ
に
死
の
影
が
あ
っ
た
」
と
い
う
三

島
言
行
録
が
あ
っ
た
。「
毎
日
新
聞
」
に
は
、
三
島
が
決
起
前
に
、「
サ
ン
デ
ー
毎

日
」
編
集
部
徳
岡
孝
夫
記
者
に
、
決
行
者
の
記
念
写
真
、
手
紙
、
檄
文
を
渡
し
た

事
実
を
述
べ
、「
狂
気
の
自
刃
」
と
い
う
見
出
し
で
述
べ
た
。「
読
売
新
聞
」
の
三

三
島
由
紀
夫
の
「
切
腹
死
」

│
│
そ
の
文
学
へ
の
投
影
│
│

鄭

慧

娜

作
品

主
人
公
死
亡
方
式

『
憂
国
』

自
殺

『
獣
の
戯
れ
』

病
死

『
午
後
の
曳
航
』

他
殺

『
剣
』

自
殺

『
春
の
雪
』

病
死

『
奔
馬
』

自
殺

『
暁
の
寺
』

他
殺
（
毒
蛇
に
噛
ま
れ
て
死
ぬ
）

『
天
人
五
衰
』

自
殺
（
未
遂
）
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面
で
は
、「
狂
気
か
憂
国
か
白
昼
の
叛
乱
」
と
い
う
見
出
し
が
あ
っ
た（
�
）。

以
上
の
資
料
か
ら
見
て
も
、
日
本
人
に
深
い
影
響
を
与
え
た
。
三
島
後
期
の
小

説
を
読
む
と
「
死
へ
の
憧
れ
」
が
す
ぐ
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。『
奔
馬
』
の
最
後
の

ペ
ー
ジ
飯
沼
勲
が
財
界
巨
頭
を
伊
豆
の
別
荘
で
刺
し
、
崖
の
ミ
カ
ン
畑
に
逃
げ

て
、
ま
さ
に
日
の
昇
ろ
う
と
す
る
海
の
前
で
切
腹
す
る
場
面
が
あ
る
。
そ
し
て
、

『
憂
国
』
の
切
腹
シ
ー
ン
は
現
実
生
活
の
反
映
で
は
な
か
ろ
う
か
。
デ
ュ
ル
ケ
ー

ム
は
そ
の
古
典
的
名
著
『
自
殺
論
』
に
お
い
て
自
殺
を
三
つ
の
社
会
的
類
型
に
分

け
た
。
簡
単
に
言
え
ば
、
自
殺
、
他
殺
と
自
然
死
亡
に
分
け
た
が
、
三
島
作
品
か

ら
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
分
析
で
き
よ
う
か
。

以
上
の
表
か
ら
、
三
島
小
説
は
主
人
公
の
死
亡
で
終
わ
る
こ
と
が
多
い
。『
憂

国
』、『
剣
』、『
奔
馬
』、『
天
人
五
衰
』
の
主
人
公
は
、
三
島
の
分
身
で
は
な
か
ろ

う
か
。
主
人
公
た
ち
の
自
殺
の
シ
ー
ン
で
死
に
方
に
接
す
る
と
、
三
島
の
死
は
複

雑
で
、
封
建
武
士
の
死
と
同
一
化
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
。『
午
後
の
曳
航
』
で

は
、
主
人
公
の
登
は
母
の
彼
氏
塚
埼
を
殺
し
た
。
十
三
歳
未
満
の
登
は
二
等
航
海

士
塚
埼
が
愛
情
の
た
め
に
夢
を
あ
き
ら
め
て
、「
自
己
の
生
き
る
目
標
を
失
う
と

い
う
日
本
社
会
」
に
不
満
を
拘
き
、
殺
し
た
。
こ
れ
が
『
憂
国
』
の
主
題
の
続
き

で
あ
る
。
死
亡
理
由
か
ら
見
る
と
、
自
殺
に
せ
よ
、
他
殺
に
せ
よ
、
死
亡
へ
の
憧

れ
が
満
ち
て
い
る
。
三
島
の
『
行
動
学
入
門
』
に
、「
す
べ
て
の
も
の
に
始
め
と

終
り
が
あ
る
や
う
に
、
行
動
も
一
度
幕
を
開
け
な
ら
ば
、
幕
を
閉
ぢ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
行
動
は
た
び
た
び
繰
り
返
し
た
や
う
に
、
瞬
時
に
始
ま
り
、
瞬
時
に
終

わ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
正
否
の
判
断
は
な
か
な
か
つ
か
な
い
。
…
」
果
し

て
、
そ
れ
が
武
士
道
の
「
殉
死
」
と
同
一
性
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
三

島
自
身
で
演
じ
ら
れ
た
『
憂
国
』
の
中
で
、「
軍
服
姿
の
中
尉
は
軍
刀
を
左
手
に

突
き
右
手
に
脱
い
だ
軍
帽
を
提
げ
て
、
雄
々
し
く
新
妻
を
庇
つ
て
立
っ
て
ゐ

た
」。『
憂
国
』
と
い
う
映
画
で
三
島
自
身
が
迫
真
的
に
演
じ
た
よ
う
に
、
三
島
の

行
動
傾
向
は
、「
切
腹
死
」
と
い
う
日
本
美
へ
の
憧
憬
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
三
島
小
説
の
「
美
」
は
頽
廃
美
、
残
酷
美
を
目
指
し
た
。
そ
の
後
、

唯
美
的
立
場
か
ら
、「
武
士
道
」
へ
の
絶
対
化
を
目
指
す
よ
う
な
発
想
に
変
わ
っ

て
い
く
。
私
が
美
へ
の
希
求
の
根
拠
を
分
析
す
る
う
ち
に
、
三
島
は
「
他
者
の
美

し
い
肉
体
」（『
仮
面
の
告
白
』）
に
夢
想
し
た
死
を
、
不
自
然
死
の
形
（
清
顕
、

ジ
ン
・
ジ
ャ
ン
）
で
造
形
し
よ
う
と
し
た
と
慮
れ
る
。

三
島
文
学
に
お
い
て
は
対
象
を
無
味
乾
燥
な
生
・
死
ん
だ
も
の
（
客
体
）
へ
と

還
元
す
る
こ
と
に
な
る
。『
春
の
雪
』
に
お
け
る
松
枝
清
顕
と
本
多
繁
邦
は
、
こ

の
一
枚
の
メ
ダ
ル
の
裏
表
で
あ
り
、
繁
邦
は
ま
た
清
顕
に
対
し
て
「
隔
て
ら
れ
て

ゐ
る
」、
す
な
わ
ち
彼
の
情
熱
や
陶
酔
を
自
ら
は
生
き
ら
れ
ぬ
と
い
う
感
覚
を
自

覚
す
る
。
清
顕
は
、
聡
子
が
「
絶
対
」
へ
激
し
い
情
熱
を
生
き
、
ま
た
そ
の
な
か

に
死
ぬ
。
清
顕
の
夭
折
は
、
神
聖
な
美
的
対
象
へ
の
殉
死
で
あ
り
、
他
な
ら
ぬ
そ

の
対
象
に
よ
っ
て
美
し
く
照
ら
さ
れ
た
。
そ
し
て
、『
奔
馬
』
の
自
殺
シ
ー
ン
、

『
天
人
五
衰
』
の
主
人
公
透
は
貴
種
性
を
証
し
立
て
る
べ
く
服
毒
自
殺
を
図
る
も

の
の
、
結
局
失
明
す
る
に
終
わ
り
、
そ
れ
以
降
透
は
こ
れ
ま
で
の
転
生
者
の
寿
命

と
さ
れ
た
二
十
歳
を
越
え
て
も
、
無
為
の
生
を
持
続
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
現
実
の
三
島
は
、
死
へ
の
道
を
選
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

作
品
完
成
時
間

文

武

一
九
六
六
年
晩
秋

作
品
『
春
の
雪
』
完
成

自
衛
隊
入
隊

一
九
六
八
年
夏

作
品
『
奔
馬
』
完
成

楯
会
の
創
立

一
九
七
〇
年
春

作
品
『
暁
の
寺
』
完
成

自
衛
隊
へ
の「
想
い
」

一
九
七
〇
年
一
一
月
二
五
日
作
品
『
天
人
五
衰
』
完
成
自
殺
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一
九
六
六
年
以
後
、
三
島
の
行
動
と
表
現
は
大
き
な
変
化
が
現
さ
れ
出
し
た
。

入
隊
を
き
っ
か
け
に
「
文
と
武
」
は
整
合
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
切
腹
死
の

計
画
を
立
て
る
こ
と
を
示
し
た
。

三
島
の
死
の
当
日
、
自
衛
隊
員
た
ち
は
興
奮
し
、
怒
り
、
大
声
で
罵
り
、
怒
鳴

り
返
し
て
い
た
。
防
衛
庁
の
長
官
中
曾
根
康
弘
は
三
島
の
自
決
に
対
し
て
、
こ
れ

が
民
主
主
義
と
平
和
の
破
壊
者
だ
と
言
っ
た
。

注（
１
）
大
隈
三
好
『
切
腹
の
歴
史
』
雄
山
閣
出
版

平
成
七
年
九
月

（
２
）
小
松
伸
六
『
美
を
見
し
人
は
│
│
自
殺
作
家
の
系
譜
』
講
談
社

一
九
八
一
年

二
月

二
二
三
頁
。
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